
第5回大志連区防災訓まとめ 2022/1/17

大志連区自主防災リーダー会事務局：木村

１．大志連区の自主防災組織「自主防災リーダー会」の紹介

２．第5回防災訓練
(1)第5回防災訓練の概要 
　・11/28（日）午前51名（防災リーダー会41名＋来賓・見学・取材者10名）で実施

→来賓の内9名も実習参加　→4組12班構成　→各班4名で構成
　・コロナ対応受付実習
　　　事前受付1、事前受付2、一般受付、コーディネーター、事前受付3を設置
　　　避難者（個人、家族）、観察者役を設定
　　　帳票（説明資料を見ずに記入可能）：健康状態チェックリスト、利用者登録票　
　　　　避難区画レイアウト図（配付、受付控）、IDカード（両面）、利用者名簿（手書き）
　　　マニュアルを使用し説明30分（プロジェクター利用）、実習40分程度
　　　コロナ受付は２回目の訓練（昨年の第４回防災訓練が初）
　・間仕切り・ベット組立て設営実習
　　　屋運いっぱいに間仕切りを設置（12セット、各4部屋、各部屋2.1ｍ四方で合計48部屋）

4部屋の内1部屋分のみ標準のアルミベット1、エアベット1を設置
　　　時間節約のため、部材（間仕切り、アルミベット、エアベット）は展開場所横に事前配置
　・コロナ対応受付実習マニュアル（16頁）、第5回大志連区防災訓練マニュアル（29頁）

自主防災リーダー会

②設立：H30（2018）年

③目的：平時は連区防災を

検討、発災時は避難所

運営を担う

④会員：85名(R4/1現在)

⑤防災訓練

・第1～3回 250名規模

ご近所力、防災力UP

・第4,5回 50名規模

コロナ対応、防災力UP

⑥避難所運営マニュアル作成中
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(2)整備、確認したい項目
　　①受付物品・書類を部門ごとでまとめて保管する（備蓄倉庫か屋運に）

場所、ケース、目録・・・
　　②受付完了後に避難者に渡す物品、渡したいが無い物品の確認
　　　　　毛布　敷物　避難所のルール（注意事項）等
　　③鍵（備蓄倉庫・プール・ミルクタンク）の配備（学校・市不在の万が一に備え）
　　　　　プール更衣室利用に関して学校への確認

(3)コロナ対応受付に関しての反省・改善点
①根本的問題
　＊非接触計誤作動　信頼性薄い
　＊検温＋濃厚接触者・有症者は屋外でスクリーニング
　　　→ごもっとも　要変更　屋外で検温及びチェックリスト記入すべき
　　　→季節天候にも左右されないよう受付場所の再考必要
②簡素化・明解化
　＊チェックリストと登録票を１セット
　＊フローチャート作成　
　＊赤字薄く見づらい
　　一度に多くの避難者を一気に受け付けなければならない状況を想定して
　　受付マニュアル作りをしたが、やはり連携等を要求される受付方法は、
　　どなたでもできるようにという観点からは程遠く再考の必要性を痛感した。
　　どれだけたくさん避難者が来場しようが、正確に一元管理するためには、
　　複数の受け入れルートで事務を連携してこなしていくより、
　　　時間がかかっても１ルートで受け入れ事務をこなし、スタッフ人数に
　　　応じ可能ならその事務作業を複数で手伝っていく方式が良さそうな気がする。
○4迅速化・効率化
　　＊名前カタカナ記入　＊ＩＤカードに通し番号事前記入
　　＊ＩＤカードは避難者が記入？　　＊町内会名記入必要か？　
　　＊避難区画に入室後記入することで受付混雑回避
　　　　→混雑時に採用できるとよい。そのためには記入内容の精選選別必要。
　　　　　避難区画入室までに書いて欲しい内容と、入室後で問題ない内容
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(4)その他
①「災害用の鍵」ホルダー（7キー）を大志小から借用

①屋運男更衣室
②屋運女更衣室 西側
③災害用発電機接続口 東側
④屋運北東入口
⑤屋運西控室
⑥屋運TELロッカー防災カタログ
⑦大志小学校屋運器具庫（北出入口ドアー）

②市危機管理課　お披露目防災備品
ワンタッチパーテション→将来大志へ5個配備 受付用パーテション

①

②

③

④

⑤

⑥

⑦

屋運いっぱいに

間仕切りを並べ

順次避難者を

受け付ける
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③連区で避難所用の大型モニター購入は不要
　・50インチモニターが余る。
　・非常時屋運で使わせてもらえる。

④市危機管理課から6月にポータブル電源1台（JVCケンウッド製＊1000W､11kg）が
　　大志小に配られてきました。
　　市危機管理課に用途、保管場所等をヒヤリングする。

*:Jackeryから技術導入のＪVCケンウッドから購入(日本メーカーの保証を期待）
国の予算で購入、平時ポータブル電源、非常時：非常電源として使う（危機管理課）
保管場所は職員室？ ←大志小に確認

　　→地づ協でもJVCケンウッド製（500W､7Kg）をR4提案事業予算に計上

⑤屋運でのストーブ用灯油
　・灯油は、多く使う年（エアコンが壊れて）で600Ｌ
　　→今の200Ｌドラム缶2本が燃料倉庫に置けるＭＡＸ
　　→避難所用にＲ4年度200Ｌ補給する想定で予算化
　　　　　20Ｌポリタンク1500円ｘ10個＝1.5万円程度

⑥発電機用ガソリンの燃料倉庫への保管は無理
　・4日間非常用発電機を動かす為のガソリン量を算出
　・ガソリンの缶詰検討　
　・ガソリン店との契約検討

⑦防災倉庫点検立ち会い 12/3 例年
　・第５回防災訓練マニュアルを市の点検参加者5名（初動班4、風水害班1）に渡した。
　・ガソリン缶は規定量内であれば貯蔵可能
　・フリー防災WiFi　スマホ100台がつながる。使用料は無料

→災害時地づ協から持ち込み予定のPC、プリンターも接続可能

３．防災備品整備

①Ｒ3年度提案事業決算 　　②Ｒ4年度提案事業予算（完了年度）　次回は？

　　防災訓練に合わせて購入

歳出 決算
間仕切りPT-P4 13セット 726,330
アルミベッド 51台 740,630
エアベット 27個 53,460
避難所用PC 1台 82,280
災害時緊急連絡網 1式 77,700
発電機用ケーブル 22,000

1,702,400

初年度（R3年度）への追加分
名称 型番 数量 計

JVCケンウッド製*1 58,925
BN-RB6-C 626Wh

Philips製 DLP67126 15,480
10000mAh(役員用)

災害時緊急 地づ協HPに 1 77,000
連絡網 機能追加

合計 151,000

ポータブル
電源1
ポータブル
電源2

避難者の安心のためにTVは必要

→webの「NHKプラス」で受信し

50インチの大型モニタに映す
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